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3. 提言 
  
これまでの作業部会での検討・報告、有識者会議での議論を踏まえ、ILC計画に関 
して有識者会議として以下を提言する。 
  
提言1  I LC計画は巨額の投資が必要であり、一国のみで実現することはできず、 
国際的な経費分担が必要不可欠な計画である。巨額の投資に見合う科学的成果 
が得られるべきであるとの観点から、標準理論を超える新展開のために、ヒッグス 
粒子及びトップクオークの精密測定のみならず、新粒子の発見の可能性について 
も見通しを得るべき 
  
○ ILC計画はヒッグス粒子、トップクオークの精密測定及び新粒子の探索により標 
準理論を超える物理を探索する計画であり、標準理論を超える物理の発見があっ 
た場合、素粒子物理学上の科学的意義は大きい。 
御意 
  
○ILC計画が巨額の投資が必要な計画であることに鑑み、その実施の前提として、 
欧米等の具体的な参画及び経費分担について明確な見通しを得ることが必要不 
可欠。 
欧米の研究者がそれぞれの政府に対してＩＬＣへの参加の意思を表明し、政府と 
しての参画と経費分担を求めるアクションが必要。日本政府からの働きかけに加 
えて各国でボトムアップ的に政府に「条件付き認可」を求めるべき。 



○巨額の投資に見合う科学的成果が得られるべきとの観点から、標準理論を超 
える素粒子物理学の新展開のために、ヒッグス粒子及びトップクオークの精密測 
定のみではなく、暗黒物質の候補となる超対称性粒子などの標準理論を超える 
新粒子の探索についても、見通しを得ることが必要。 
何をもって見通しが得られたとするのかが不明。ＬＨＣの結果からＩＬＣの新粒子 
探索について何が言えるのか理論的考察を深める余地があるか？ 
  
○国際協力における経費負担の在り方については、従前のCERNの方式だけでな 
く、国際熱核融合実験炉(ＩT E R )、国際宇宙ステーション(International Space Station、 
ＩSS)等のこれまでの国際大型プロジェクトの事例及びILCを巡る国際動向を踏まえ 
て検討を進めることが適当。 
我々の側でも国際プロジェクトにおける経費分担の事例を整理し、ＩＬＣに適用 
する際のメリット、デメリットを整理すべし。 
 



提言2  ILCの性能、得られる成果等については、2017年末までの計画として 
実施されているLHCでの実験結果に基づき見極めることが必要であることか 
ら、LHCの動向を注視し、分析・評価すべき。併せて、技術面での標題の解決 
やコスト面でのリスクの低減について、明確にすることが必要 
  
○ ILCの性能や得られる成果等については、2017年末を目途として実施されて 
いる13TeV運転によるLHC実験の結果によって異なってくる。特に、新粒子が発 
見されるか否か、また新粒子が発見された場合はその質量が重要な判断材料 
となる。 
ＬＨＣの結果からＩＬＣの新粒子探索について何が言えるのか理論的考察を 
深める余地があるか？当初のＩＬＣのエネルギー範囲について幅を持たせて 
おくことは可能か。“５００ＧｅＶを基本とするがＬＨＣの結果次第では○○○ 
ＧｅＶでスタートすることが可能”という言い方ができるか。 
  
○作業部会等で、指摘された技術面及びコスト面での課題については、その解 
決に向けた取組により、より明確な見通しを得ることが必要。 
その解決に向けた取組をぜひ進めましょう。 
 





○また、加速器性能の高度化につながる技術開発の成果を最大限取り入れる 
努力を強化すベき。 
御意 
  
提言3 提言1及び提言2に関する事項を含めて計画の全体像を明確に示しつつ、 
国民及科学コミュニティの理解を得ることが重要 
御意 
 



有識者会議の提言への対応 

• 欧米の研究者がそれぞれの政府に対してＩＬＣへの参加の意思を表明し、
政府としての参画と経費分担を求めるアクションが必要。日本政府からの
働きかけに加えて各国でボトムアップ的に政府に「条件付き認可」を求める
べき。→ ICFA/LCBでの議論 
 

• 何をもって新粒子発見の見通しが得られたとするのかが不明だが、ＬＨＣの
結果からＩＬＣの新粒子探索について何が言えるのか理論的考察を深める
余地があるか？ 
 

• CERN、ISS、ITERなどの国際プロジェクトにおける経費分担の事例を整理し、
ＩＬＣに適用する際のメリット、デメリットを整理すべし。 
 

• 残された技術的、コスト的課題の解決に向けた取組を進める。 
 

• 社会や学術コミュニティの理解を得る努力。 
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